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 冬の感染症に注意しましょう
　秋から冬へと寒さや乾燥が厳しくなるにつれ、ウイルスが活発になり、風邪やインフルエンザ、新型コロナウイルス感染
症などさまざまな感染症が流行し始めます。12月は忘年会や帰省、年越し行事など多くの人と会ったり、移動する機会が
多くなります。ひとりひとりが正しい知識をもって予防し、感染を広げないようにしましょう。

●手洗い
　ドアノブや電車のつり革など様々なものに触れることに
より、自分の手にもウイルスが付着している可能性があり
ます。外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などこま
めに手を洗いましょう。

　くしゃみや咳が出るときは、飛沫にウイルスを含んでい
るかもしれません。咳エチケットを心がけましょう。
　マスクは、鼻まで隙間がないように覆うため、小児は小
児用、小顔な方は小顔用など、適したサイズを使用するよ
うにしましょう。

●もしもの備え
　急な体調不良に備えて、日ごろから市販の解熱鎮痛剤や
マスクなどの日用品を備蓄しましょう。

●咳エチケット


